
編 Ｐ 旧条文（令和6年） 編 Ｐ 新条文（令和7年10月1日改定） 備 考

土工 17 土工 17

18

　　　（削除）

36 35

　　　（削除）

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年10月1日改定）　新旧対照表

  ２－３ その他 

ＩＣＴ建設機械経費等として、以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３－１ 保守点検 

ＩＣＴ建設機械の保守点検に要する費用は、次式により計上するものとする。 

河床等掘削（ＩＣＴ） 

保守点検費＝土木一般世話役（円） 0.05（人/日）
施工数量（m3）

作業日当り標準作業量（m3/日）
 

 

（注）作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編 第 14 章 その他 ①作業日当り標準作業量」の

標準作業量（機械土工（河床等掘削）（ＩＣＴ））による。 

（注）施工数量は、ICT 施工の数量とする。 

２－３－２ システム初期費 

２－３ その他 

ＩＣＴ建設機械経費等として、以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３ その他 

ＩＣＴ建設機械経費等として、以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３－１ 保守点検 

ＩＣＴ建設機械の保守点検に要する費用は、次式により計上するものとする。 

（１）掘削（ICT） 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.05(人/日) × 
施工数量(m3) 

作業日当り標準作業量（m3/日） 

（注）作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編第 14 章その他①作業日当り標準作業量」の ICT標準作業量による。 

（注）施工数量は、ICT 施工の数量とする。 

 

（２）法面整形工（ICT） 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.05(人/日) × 
施工数量(m2) 

作業日当り標準作業量（m2/日） 

（注）作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編第 14 章その他①作業日当り標準作業量」の ICT標準作業量による。 

（注）施工数量は、ICT 施工の数量とする。 

 

（３）路体（築堤）盛土（ICT）、路床盛土（ICT） 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.07(人/日) × 
施工数量(m3) 

作業日当り標準作業量（m3/日） 

（注）作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編第 14 章その他①作業日当り標準作業量」の ICT標準作業量による。 

（注）施工数量は、ICT 施工の数量とする。 

 

２－３－２ システム初期費 

  ２－３ その他 

ＩＣＴ建設機械経費等として、以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３－１ システム初期費 

２－３－１ システム初期費 



編 Ｐ 旧条文（令和6年） 編 Ｐ 新条文（令和7年10月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年10月1日改定）　新旧対照表

土工 39 土工 38

40

　　　（削除）

舗装工 13 舗装工 13

14

　　　（削除）

河川浚渫 13 河川浚渫 13

14

　　　（削除）

14 　　　（削除）

15

２－３ その他 

ＩＣＴ建設機械経費等として，以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３ その他 

ＩＣＴ建設機械経費等として，以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３－１ 保守点検 

ＩＣＴ建設機械の保守点検に要する費用は，次式により計上するものとする。 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.05(人/日) × 浚渫作業日数 

（注）浚渫作業日数は ICT 建機により施工した浚渫作業日数とする。 

２－３－２ システム初期費 

２－３ その他 

ＩＣＴ建設機械経費等として、以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３－１ 保守点検 

ＩＣＴ建設機械の保守点検に要する費用は、次式により計上するものとする。 

 

（１） 掘削（砂防）（ICT） 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.05(人/日) × 
施工数量(m3) 

作業日当り標準作業量（m3/日） 

（注）作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編 第 14 章 その他 ①作業日当り標準作業量」の ICT 標準作業量による。 

（注）施工数量は、ICT 施工の数量とする。 

 

２－３－２ システム初期費 

 

２－３ その他 

ＩＣＴ建設機械経費等として、以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３ その他 

ＩＣＴ建設機械経費等として，以下の各経費を，共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３－１ 保守点検 

ＩＣＴ建設機械の保守点検に要する費用は，次式により計上するものとする。 

（１） 不陸整正（ICT），下層路盤（車道・路肩部）（ICT），上層路盤（車道・路肩部）（ICT） 

 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.18(人/日) × 

（注）作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編 第 14 章 その他 ①作業日当り標準作業量」のＩＣＴ標準作業量による

２－３－２ システム初期費 

施工数量(m2)×層数 

作業日当り標準作業量(m2/日･層) 

２－３ その他 

ＩＣＴ建設機械経費等として，以下の各経費を，共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３－１ システム初期費 

２－３－１ システム初期費 

２－３－１ システム初期費 

５．土木工事標準積算基準書に対する補正 

５－１ 浚渫能力の補正 

国交省の積算基準の「４．浚渫船の運転、４－１ 浚渫能力（単位時間当り浚渫量）」の記述により

算出されるＱ（バックホウ浚渫船１時間当たり浚渫量）については、これに1.05を乗じる。（小数第２

位止め、四捨五入） 

※変更積算においては実際に ICT 施工による数量についてのみ補正するものとする。 

  



編 Ｐ 旧条文（令和6年） 編 Ｐ 新条文（令和7年10月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年10月1日改定）　新旧対照表

舗装工
（修繕工）

13
舗装工

（修繕工）
13

14 14

　　　（削除）

２－３ その他 

ICT建設機械経費等として，以下の各経費を，共通仮設費の技術管理費に計上する。 

  ２－３－１ 保守点検 

ICT建設機械の保守点検に要する費用は，次式により計上するものとする。 

（１） 舗装工（修繕工）（ICT） 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.05(人/日) × 
施工数量(m2) 

作業日当り標準作業量(m2/日) 

（注）作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編 第 14 章 その他 ①作業日当り標準作業量」の標準作業量による。 

 

２－３－２ システム初期費 

 ２－１ 機械経費 

  舗装工（修繕工）（ＩＣＴ）の積算で使用するICT建設機械の機械経費は、以下のとおりとする。 

  なお、損料については、最新の「建設機械等損料算定表」によるものとする。 

①切削オーバーレイ工 

ＩＣＴ建設機械名 規 格 機械経費 備 考 

路面切削機 

ホイール式・廃材積込装置付・ 

排出ガス対策型(2014 年規制) 

切削幅 2.0m×深さ 23cm 

損料にて計上 
ICT 建設機械経費 

加算額は別途計上 

 

②路面切削工 

ＩＣＴ建設機械名 規 格 機械経費 備 考 

路面切削機 

ホイール式・廃材積込装置付・ 

排出ガス対策型（第３次基準値） 

切削幅 2.0m×深さ 23cm 

損料にて計上 
ICT 建設機械経費 

加算額は別途計上 

 

 ２－１ 機械経費 

  舗装工（修繕工）（ＩＣＴ）の積算で使用するICT建設機械の機械経費は、以下のとおりとする。 

  なお、損料については、最新の「建設機械等損料算定表」によるものとする。 

ＩＣＴ建設機械名 規 格 機械経費 備 考 

路面切削機 

ホイール式・廃材積込装置付・ 

排出ガス対策型(第 3 次基準値) 

切削幅 2.0m×深さ 23cm 

損料にて計上 
ICT 建設機械経費 

加算額は別途計上 

 

２－３ その他 

ICT建設機械経費等として，以下の各経費を，共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３－１ システム初期費 



編 Ｐ 旧条文（令和6年） 編 Ｐ 新条文（令和7年10月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年10月1日改定）　新旧対照表

舗装工
（修繕工）

14
舗装工

（修繕工）
14

15

15 　　　（削除）

５．積算基準に対する補正 

５－１ 単価表の補正（切削オーバーレイ工） 

積算基準の「７．単価表（１）切削オーバーレイ100ｍ2当り単価表」にて建設機械に取付ける

各種機器及び地上の基準局・管理局の賃貸費用としての「ICT建設機械経費加算額」を以下

のとおり加算する。 

名称 規格 単位 数量 指定事項 

ICT建設機械経費加算額 

（切削オーバーレイ工） 

 日 100/Ｄ 7cm以下 一層舗設 

機械損料数量 1.32 

7cmを超え12cm以下 一層舗設 

機械損料数量 1.27 

7cmを超え12cm以下 二層舗設 

機械損料数量 1.01 

     （注） Ｄ：日当り施工量（ｍ2/日） 

５－２ 単価表の補正（路面切削工） 

建設機械に取付ける各種機器及び地上の基準局・管理局の賃貸費用としての「ICT建設

機械経費加算額」を以下のとおり加算する。 

名称 規格 単位 数量 指定事項 

ICT建設機械経費加算額 

（路面切削工） 

 日 100/Ｄ 6cm以下  

機械損料数量 1.56 

6cmを超え12cm以下 

機械損料数量 1.38 

  （注） Ｄ：日当り施工量（ｍ2/日） 

６．諸雑費 

舗装工（修繕工）（ＩＣＴ）を実施する場合，諸雑費率を乗じる合計額に，ICT 建設機械経費加

算額は含めない。 

５．積算基準に対する補正 

５－１ 単価表の補正（路面切削工） 

建設機械に取付ける各種機器及び地上の基準局・管理局の賃貸費用としての「ICT建設

機械経費加算額」を以下のとおり加算する。 

名称 規格 単位 数量 指定事項 

ICT建設機械経費加算額 

（路面切削工） 

 日 100/Ｄ 6cm以下  

機械損料数量 1.56 

6cmを超え12cm以下 

機械損料数量 1.38 

  （注） Ｄ：日当り施工量（ｍ2/日） 



編 Ｐ 旧条文（令和6年） 編 Ｐ 新条文（令和7年10月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年10月1日改定）　新旧対照表

地盤改良工 15 地盤改良工 15

　　　（削除）

19 19

　　　（削除）

２－３ その他 

ＩＣＴ建設機械経費等として，以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３－１ 保守点検 

ＩＣＴ建設機械の保守点検に要する費用は，次式により計上するものとする。 

（１） 中層混合処理（ICT） 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.05(人/日) × 
施工数量(m3) 

作業日当り標準作業量（m3/日） 

（注）作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編 第 14 章 その他 ①作業日当り標準作業量」の標準作業量による。

（注）施工数量は、ICT 施工の数量とする。 

２－３－２ システム初期費 

２－３ その他 

ＩＣＴ建設機械経費等として、以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３－１ 保守点検 

ＩＣＴ建設機械の保守点検に要する費用は、次式により計上するものとする。 

（１） 安定処理（ICT） 

 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.05(人/日) × 

 
（注）作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編 第 14 章 その他 ①作業日当り標準作業量」の標準作業量（施工パ

ッケージ「安定処理工【安定処理】」による。 

（注）施工数量は、ICT 施工の数量とする。 

２－３－２ システム初期費 

施⼯数量(m2) 
作業⽇当り標準作業量（m2/⽇）×1.04 

２－３ その他 

ＩＣＴ建設機械経費等として、以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３ その他 

ＩＣＴ建設機械経費等として，以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３－１ システム初期費 

２－３－１ システム初期費 



編 Ｐ 旧条文（令和6年） 編 Ｐ 新条文（令和7年10月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年10月1日改定）　新旧対照表

地盤改良工 19 地盤改良工 　　　（削除）

20

５．積算基準対する補正 

５－１ 作業日当り標準作業量の補正 

中層混合処理工（ICT）を実施する場合、作業日当り標準作業量に対して 1.03 を乗じる。 

（小数第２位止め、四捨五入） 

※変更積算については実際にＩＣＴ施工による数量についてのみ補正するものとする。 

５－２ 単価表の補正 

積算基準の「６．単価表（１）中層混合処理工100ｍ3当り単価表」にて建設機械に取

付ける各種機器及び地上の基準局・管理局の賃貸費用としての「ICT建設機械経費加算

額」を以下のとおり加算する。 

名 称 規格 単位 数量 指定事項 

ICT建設機械経費加算額  日 100/Ｄ 機械損料数量 

1.68 

  （注）Ｄ：１日当り作業量（ｍ3/日） 

 

６．諸雑費 

 中層混合処理工（ＩＣＴ）を実施する場合，諸雑費率を乗じる合計額に，ICT 建設機械経費

加算額は含めない。 



編 Ｐ 旧条文（令和6年） 編 Ｐ 新条文（令和7年10月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年10月1日改定）　新旧対照表

地盤改良工 22 地盤改良工 21

23 22

　　　（削除）

２－３ その他 

ICT建設機械経費等として、以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３ その他 

ICT建設機械経費等として、以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

  ２－３－１ 保守点検 

   ICT建設機械の保守点検に要する費用は、次式により計上するものとする。 

（１） スラリー撹拌工（ICT） 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.05(人/日) × 
杭施工数量(本) 

１日当り杭施工本数（本/日） 

（注）１日当り杭施工本数は、「５.積算基準に対する補正」による。 

（注）杭施工数量は、ICT 施工の数量とする。 

 

２－３－２ システム初期費 

③ スラリー撹拌工（ＩＣＴ）二軸施工（変位低減型） 

ＩＣＴ建設機械名 規 格 適 用 機械経費 備 考 

深層混合処理機 

スラリー式 

二軸式 

45kw×2 

杭径 1,000mm 

打設長(L)3ｍ超え 10

ｍ以下 

損料にて

計上 

ICT 建設機械

経費加算額は

別途計上 

二軸式 

55～60kW×2 

杭径 1,000mm 

打設長（L）10ｍ超え

20ｍ以下 

二軸式 

75～90kW×2 

杭径 1,000mm 

打設長（L）20ｍ超え

30ｍ以下 

二軸式 

90kW×2 

杭径 1,000mm 

打設長（L）30ｍ超え

40ｍ以下 

二軸式 90kW

×2 最大施工

深度 10ｍ 

杭径 1,600mm 

打設長（L）3ｍ超え 10

ｍ以下 

二軸式 90kW

×2 最大施工

深度 20ｍ 

杭径 1,600mm 

打設長（L）10ｍ超え

20ｍ以下 

二軸式 90kW

×2 最大施工

深度 26ｍ 

杭径 1,600mm 

打設長（L）20ｍ超え

26ｍ以下 

二軸式 90kW

×2 最大施工

深度 36ｍ 

杭径 1,600mm 

打設長（L）26ｍ超え

36ｍ以下 

 

③ スラリー撹拌工（ＩＣＴ）二軸施工（変位低減型） 

ＩＣＴ建設機械名 規 格 適 用 機械経費 備 考 

深層混合処理機 

スラリー式 

二軸式 

45kw×2 

杭径 1,000mm 

打設長(L)3ｍ超え 10

ｍ以下 

損料にて

計上 

ICT 建設機械

経費加算額は

別途計上 

二軸式 

55～60kW×2 

杭径 1,000mm 

打設長（L）10ｍ超え

20ｍ以下 

二軸式 

75～90kW×2 

杭径 1,000mm 

打設長（L）20ｍ超え

30ｍ以下 

二軸式 

90kW×2 

杭径 1,000mm 

打設長（L）30ｍ超え

40ｍ以下 

二軸式 90kW

×2 最大施工

深度 20ｍ 

杭径 1,600mm 

打設長（L）3ｍ超え 20

ｍ以下 

二軸式 90kW

×2 最大施工

深度 26ｍ 

杭径 1,600mm 

打設長（L）20ｍ超え

26ｍ以下 

二軸式 90kW

×2 最大施工

深度 36ｍ 

杭径 1,600mm 

打設長（L）26ｍ超え

36ｍ以下 

 

２－３－１ システム初期費 
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ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年10月1日改定）　新旧対照表

地盤改良工 24 地盤改良工 23

25 24

表４．１ １日当り杭施工本数 （本／日） 

打設長（L） 
単軸施工 

（杭径 800mm～1,200mm） 

3 m 超え 4 m 未満 21 

4 m 以上 5 m 未満 18 

5 m 以上 6 m 未満 15 

6 m 以上 7 m 未満 14 

7 m 以上 8 m 未満 12 

8 m 以上 9 m 未満 11 

9 m 以上 10 m 以下 10 

 

表４．１ １日当り杭施工本数 （本／日） 

打設長（L） 
単軸施工 

（杭径 800mm～1,200mm） 

3 m 超え 4 m 未満 20 

4 m 以上 5 m 未満 17 

5 m 以上 6 m 未満 14 

6 m 以上 7 m 未満 13 

7 m 以上 9 m 未満 11 

9 m 以上 10 m 以下 10 

 

表４．５ １日当り杭施工本数 （本／日） 

打設長（L） 
二軸施工 

（杭径 1,000mm） 

3 m 超え 4 m 未満 14 

4 m 以上 5 m 未満 13 

5 m 以上 6 m 未満 12 

6 m 以上 7 m 未満 11 

7 m 以上 9 m 未満 10 

9 m 以上 10 m 未満 9 

10 m 以上 12 m 未満 8 

12 m 以上 15 m 未満 7 

15 m 以上 18 m 未満 6 

18 m 以上 22 m 未満 5 

22 m 以上 30 m 未満 4 

30 m 以上 40 m 以下 3 

表４．６ １日当り杭施工本数 （本／日） 

打設長（L） 
二軸施工（変位低減型） 

（杭径 1,000mm） 

3 m 超え 3.5 m 未満 12 

3.5 m 以上 4.5 m 未満 11 

4.5 m 以上 5.5 m 未満 10 

5.5 m 以上 7 m 未満 9 

7 m 以上 9 m 未満 8 

9 m 以上 11 m 未満 7 

11 m 以上 14 m 未満 6 

14 m 以上 19 m 未満 5 

19 m 以上 26 m 未満 4 

26 m 以上 39 m 未満 3 

39 m 以上 40 m 以下 2 

 

表４．５ １日当り杭施工本数 （本／日） 

打設長（L） 
二軸施工 

（杭径 1,000mm） 

3 m 超え 4 m 未満 13 

4 m 以上 5 m 未満 12 

5 m 以上 7 m 未満 11 

7 m 以上 9 m 未満 10 

9 m 以上 10 m 未満 9 

10 m 以上 12 m 未満 8 

12 m 以上 15 m 未満 7 

15 m 以上 18 m 未満 6 

18 m 以上 22 m 未満 5 

22 m 以上 30 m 未満 4 

30 m 以上 40 m 以下 3 

表４．６ １日当り杭施工本数 （本／日） 

打設長（L） 
二軸施工（変位低減型） 

（杭径 1,000mm） 

3 m 超え 4.5 m 未満 11 

4.5 m 以上 5.5 m 未満 10 

5.5 m 以上 7 m 未満 9 

7 m 以上 9 m 未満 8 

9 m 以上 11 m 未満 7 

11 m 以上 14 m 未満 6 

14 m 以上 19 m 未満 5 

19 m 以上 26 m 未満 4 

26 m 以上 39 m 未満 3 

39 m 以上 40 m 以下 2 
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ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年10月1日改定）　新旧対照表

地盤改良工 27 地盤改良工 26

28

　　　（削除）

作業土工
(床掘)

12
作業土工

(床掘)
12

　　　（削除）

土工

1000ｍ3未満
15

土工

1000ｍ3未満
15

16

　　　（削除）

２－３ その他 

ＩＣＴ建設機械経費等として、以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３ その他 

ICT建設機械経費等として、以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３ その他 

ICT建設機械経費等として、以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

  ２－３－１ 保守点検 

   ICT建設機械の保守点検に要する費用は、次式により計上するものとする。 

（１） PVD工法（旧ペーパードレーン工法（ICT）） 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.05(人/日) × 施工日数（日） 

（注）施工日数は、実際に ICT 施工による施工を行った日数とする。 

 

２－３－２ システム初期費 

２－３ その他 

ＩＣＴ建設機械経費等として、以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３－１ 保守点検 

ＩＣＴ建設機械の保守点検に要する費用は、次式により計上するものとする。 

（１） 土工1000m3未満（ＩＣＴ） 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.05(人/日) × 
施工数量(m3) 

作業日当り標準作業量（m3/日） 

（注）施工数量は、ICT 施工の数量とする。 

２－３－２ システム初期費 

２－３－１ システム初期費 

２－３－１ システム初期費 

２－３－１ システム初期費 
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ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年10月1日改定）　新旧対照表

土工

1000ｍ3未満
21

土工

1000ｍ3未満
21

小規模土工 14 小規模土工 14

　　　（削除）

２－３ その他 

ＩＣＴ建設機械経費等として、以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３－１ 保守点検 

ＩＣＴ建設機械の保守点検に要する費用は、次式により計上するものとする。 

（１） 小規模土工（ＩＣＴ） 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.05(人/日) × 
施工数量(m3) 

作業日当り標準作業量（m3/日） 

 

２－３－２ システム初期費 

 （４） 機械運転単価表 

機械名 規 格 適用単価表 指定事項 

バックホウ 

（クローラ型） 

（オープンカット） 

後方超小旋回型・超低騒音型 

排出ガス対策型(第 3 次基準値) 

山積 0.45ｍ3(平積 0.35ｍ3) 

機－33 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→ 48 

機械損料数量→1.33 

バックホウ 

（クローラ型） 

（片切掘削） 

後方超小旋回型・超低騒音型 

排出ガス対策型(第 3 次基準値) 

山積 0.45ｍ3(平積 0.35ｍ3) 

機－33 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→ 48 

機械損料数量→1.33 

バックホウ 

（クローラ型） 

（法面整形） 

後方超小旋回型・超低騒音型 

排出ガス対策型(第 3 次基準値) 

山積 0.45ｍ3(平積 0.35ｍ3) 

機－33 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→ 48 

機械損料数量→1.33 

 

 （４） 機械運転単価表 

機械名 規 格 適用単価表 指定事項 

バックホウ 

（クローラ型） 

（オープンカット） 

後方超小旋回型・超低騒音型 

排出ガス対策型(第 3 次基準値) 

山積 0.45ｍ3(平積 0.35ｍ3) 

機－33 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→ 44 

機械損料数量→1.33 

バックホウ 

（クローラ型） 

（片切掘削） 

後方超小旋回型・超低騒音型 

排出ガス対策型(第 3 次基準値) 

山積 0.45ｍ3(平積 0.35ｍ3) 

機－33 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→ 44 

機械損料数量→1.33 

バックホウ 

（クローラ型） 

（法面整形） 

後方超小旋回型・超低騒音型 

排出ガス対策型(第 3 次基準値) 

山積 0.45ｍ3(平積 0.35ｍ3) 

機－33 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→ 44 

機械損料数量→1.33 

 

２－３ その他 

ＩＣＴ建設機械経費等として、以下の各経費を共通仮設費の技術管理費に計上する。 

２－３－１ システム初期費 
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ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年10月1日改定）　新旧対照表

小規模土工 20 小規模土工 20
（７） 機械運転単価表 

機械名 規 格 適用単価表 指定事項 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 

標準型・排出ガス対策型 

（第 2 次基準値） 

山積 0.28m3（平積 0.2m3） 

機－33 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→ 37 

機械損料数量→1.59 

〃 

標準型・排出ガス対策型 

（第 2 次基準値） 

山積 0.13m3（平積 0.1m3） 

機－33 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→ 23 

機械損料数量→1.33 

〃 

後方超小旋回型・排出ガス対策型 

（第 2 次基準値） 

山積 0.28m3（平積 0.2m3） 

機－33 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→ 37 

機械損料数量→1.59 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 

（ 床 掘 ） 

後方超小旋回型・排出ガス対策型 

（第 3 次基準値） 

山積 0.45m3（平積 0.35m3） 

機－33 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→ 48 

機械損料数量→1.33 

ダ ン プ ト ラ ッ ク 
オンロード・ディーゼル 

4t 積級 
機－22 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→ 34 

機械損料数量→1.18 

〃 
オンロード・ディーゼル 

2t 積級 
機－22 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→ 23 

機械損料数量→1.17 

タンパ及びランマ 質量 60～80kg 機－23 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→  6 

機械損料数量→1.64 

主 燃 料→ガソリン 

 

（７） 機械運転単価表 

機械名 規 格 適用単価表 指定事項 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 

標準型・排出ガス対策型 

（第 2 次基準値） 

山積 0.28m3（平積 0.2m3） 

機－33 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→ 40 

機械損料数量→1.59 

〃 

標準型・排出ガス対策型 

（第 2 次基準値） 

山積 0.13m3（平積 0.1m3） 

機－33 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→ 24 

機械損料数量→1.33 

〃 

後方超小旋回型・排出ガス対策型 

（第 2 次基準値） 

山積 0.28m3（平積 0.2m3） 

機－33 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→ 40 

機械損料数量→1.59 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 

（ 床 掘 ） 

後方超小旋回型・排出ガス対策型 

（第 3 次基準値） 

山積 0.45m3（平積 0.35m3） 

機－33 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→ 48 

機械損料数量→1.33 

ダ ン プ ト ラ ッ ク 
オンロード・ディーゼル 

4t 積級 
機－22 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→ 34 

機械損料数量→1.18 

〃 
オンロード・ディーゼル 

2t 積級 
機－22 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→ 23 

機械損料数量→1.17 

タンパ及びランマ 質量 60～80kg 機－23 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→  6 

機械損料数量→1.64 

主 燃 料→ガソリン 

 


